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表3　フロン類の種類別の台数及び回収量の前年度比較   
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　業務用冷凍空調機器の廃棄時等における冷媒フロン類の回収率は、機器の年度別出荷台数、経年別廃棄台数割合、フロン類
初期充填量等から廃棄時残存冷媒量を推計し、これと廃棄時等回収量との比率で算定されます。また、経済産業省による業務用
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表3　フロン類の種類別の台数及び回収量の前年度比較   
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増　減�
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79,839�

135,405�
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表2　フロン類回収量等の前年度との比較   
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※ 整備については、要整備機器台数や整備対象機器の含有冷媒量の推計が困難なため回収率は算定されていません。�
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東京都�

愛知県�

兵庫県�

埼玉県�

北海道�

神奈川県�

大阪府�

福岡県�

宮城県�

福島県�

全国平均�ー� 2,216

回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

合計（廃棄時等＋整備時）�

回収量� 回収製品台数� 回収量� 回収製品台数� 回収量� 回収製品台数� 回収量�

全国平均� 6,174

12,286�

11,892�

8,556�

7,276�

7,094�

5,457�

5,211�

3,189�

3,020�

2,993

東京都�

京都府�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

埼玉県�

広島県�

三重県�

兵庫県�

静岡県�

57,394�

19,101�

17,034�

16,848�

15,382�

14,497�

13,740�

10,744�

10,680�

10,038

全国平均� 14,595

東京都�
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静岡県�

大阪府�

兵庫県�

福岡県�

埼玉県�

神奈川県�

茨城県�

北海道 

88,692�

59,416�

46,740�

44,723�

39,145�

36,139�

35,120�

30,731�

24,720�

20,423

全国平均� 59,882

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

茨城県�

静岡県�

埼玉県�
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福岡県�

千葉県�

488,161�

225,698�

202,439�

194,643�

146,460�

124,624�

118,189�

115,464�

105,704�

100,772

全国平均� 9,519

兵庫県�

東京都�

愛知県�

神奈川県�

群馬県�

埼玉県�

大阪府�

静岡県�

福岡県�

岐阜県�

44,644�

38,326�

38,070�

31,711�

30,664�

30,276�

28,762�

21,433�

19,958�

19,405

全国平均� 14,229

東京都�

愛知県�

大阪府�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

群馬県 

101,377�

64,118�

62,117�

45,204�

43,507�

39,813�

31,120�

21,914�

19,110�

14,752

全国平均� 26,329

東京都�

愛知県�

兵庫県�

大阪府�

埼玉県�

静岡県�

神奈川県�

福岡県�

群馬県�

北海道 

139,304�

109,378�

92,345�

78,696�

72,672�

70,594�

67,899�

59,286�

52,433�

38,095

全国平均� 80,284

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

静岡県�

茨城県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県 

646,932�

304,849�

283,406�

253,532�

179,866�

167,096�

165,957�

163,806�

132,316�

130,190

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

平成20年度　都道府県別回収量（上位10団体） （単位：台・kg）

東京都�

愛知県�

兵庫県�

埼玉県�

北海道�

神奈川県�

大阪府�

宮城県�

福岡県�

福島県 

全国平均�ー� 2,089

回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

廃棄時等回収�

回収量�

全国平均� 4,197

12,114�

11,426�

8,422�

7,068�

6,747�

5,179�

4,993�

2,966�

2,945�

2,934

東京都�

京都府�

神奈川県�

千葉県�

愛知県�

大阪府�

兵庫県�

静岡県�

埼玉県�

茨城県 

54,455�

18,698�

12,837�

9,203�

8,834�

8,039�

7,749�

6,598�

6,203�

5,521

全国平均� 11,714

東京都�

愛知県�

静岡県�

兵庫県�

大阪府�

福岡県�

埼玉県�

神奈川県�

茨城県�

宮城県  

72,905�

49,073�

41,776�

33,023�

32,762�

30,672�

30,109�

24,425�

21,979�

17,900

全国平均� 39,987

東京都�

大阪府�

神奈川県�

愛知県�

茨城県�

埼玉県�

福岡県�

兵庫県�

静岡県�

千葉県 

362,188�

150,813�

142,477�

133,322�

125,232�

86,570�

71,905�

71,585�

68,716�

65,394

全国平均� 7,195

兵庫県�

愛知県�

神奈川県�

東京都�

埼玉県�

群馬県�

大阪府�

静岡県�

岐阜県�

福岡県�

40,377�

30,866�

26,356�

25,055�

23,651�

23,498�

20,210�

18,444�

17,820�

15,541

全国平均� 4,242

東京都�

愛知県�

大阪府�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

群馬県�

福岡県�

41,133�

20,477�

16,790�

15,601�

15,151�

11,828�

10,557�

6,553�

5,836�

5,554

全国平均� 20,999

東京都�

愛知県�

兵庫県�

静岡県�

埼玉県�

大阪府�

神奈川県�

福岡県�

群馬県�

北海道 

110,074�

91,365�

81,822�

62,528�

60,828�

57,965�

55,960�

49,158�

42,812�

32,342

全国平均� 48,426

東京都�

大阪府�

神奈川県�

愛知県�

茨城県�

埼玉県�

兵庫県�

静岡県�

千葉県�

福岡県�

457,776�

175,642�

170,466�

162,634�

134,543�

103,330�

91,162�

90,916�

81,150�

80,626

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

愛知県�

千葉県�

北海道�

京都府�

神奈川県�

福岡県�

大阪府�

鹿児島県�

埼玉県�

愛媛県 �

16兵庫県 

全国平均�

ー�

ー�

ー� ー� ー� ー� ー� ー�12兵庫県� ー�2,931 ー� ー� ー� ー� ー�

126

回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

整備時回収�

回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

全国平均� 1,976

466�

414�

347�

280�

278�

244�

218�

212�

208�

202�

134

広島県�

大阪府�

埼玉県�

愛知県�

三重県�

栃木県�

岡山県�

静岡県�

長野県�

愛媛県 

10,614�

8,995�

8,294�

8,014�

5,500�

4,871�

4,401�

3,440�

3,275�

3,257

全国平均� 2,881

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

兵庫県�

千葉県�

福岡県�

埼玉県�

静岡県�

広島県�

15,787�

11,961�

10,343�

6,306�

6,122�

5,994�

5,467�

5,011�

4,964�

4,946

全国平均� 19,894

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

千葉県�

福岡県�

埼玉県�

山口県  

125,973�

74,885�

69,117�

55,907�

52,166�

43,879�

35,378�

33,800�

31,619�

30,425

全国平均� 2,323

東京都�

大阪府�

愛知県�

群馬県�

埼玉県�

神奈川県�

千葉県�

福岡県�

兵庫県�

京都府�

13,271�

8,552�

7,204�

7,166�

6,625�

5,355�

4,448�

4,417�

4,267�

3,661

全国平均� 9,988

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

北海道�

60,244�

45,327�

43,642�

29,603�

28,355�

27,985�

20,563�

15,361�

13,556�

12,136

全国平均� 5,331

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

埼玉県�

千葉県�

兵庫県�

福岡県�

群馬県�

静岡県  

29,230�

20,731�

18,013�

11,939�

11,844�

10,856�

10,523�

10,128�

9,621�

8,066

全国平均� 31,858

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

広島県�

189,156�

129,207�

120,773�

88,950�

83,066�

74,795�

60,476�

51,166�

49,564�

48,185

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

順  

位�

順  

位�

順  

位�

　
フ
ロ
ン
類
の
回
収
状
況
を
都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
３
物
質
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
の

合
計
（
廃
棄
時
等
＋
整
備
時
）
で
は
、
回
収
台

数
は
、
東
京
都
が
1
3
9,
3
0
4
台
で
第
１
位

（
前
年
第
１
位
）、
愛
知
県
が
1
0
9,
3
7
8
台

で
第
２
位
（
同
２
位
）、
兵
庫
県
が
9
2,
3
4
5

台
で
第
３
位
（
同
３
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

回
収
量
は
東
京
都
が
6
4
6,
9
3
2
㎏
で
第
１

位（
同
１
位
）、
大
阪
府
が
3
0
4,
8
4
9
㎏
で

第
２
位（
同
２
位
）、
愛
知
県
が
2
8
3,
4
0
6

㎏
で
第
３
位
（
同
３
位
）
、
兵
庫
県
は

1
6
5,
9
5
7
㎏
で
第
７
位
（
同
５
位
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ン
類
種
別
で
見
る
と
、

H
F
C
の
回
収
台
数
は
前
年
に
引
き
続
き
兵
庫

県
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

す
べ
て
東
京
都
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
廃
棄
時
等
・
整
備
時
の
別
で
も
、
回

収
台
数
・
回
収
量
と
も
に
東
京
都
が
第
１
位
（
前

年
と
同
じ
）
と
な
っ
て
お
り
、
兵
庫
県
は
廃
棄
時

等
回
収
台
数
が
第
３
位
（
前
年
第
２
位
）、
回
収

量
が
第
７
位
（
同
５
位
）、
整
備
時
回
収
台
数
が

第
７
位
（
同
1
0
位
）、
回
収
量
が
第
６
位
（
同

６
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
全
国
に
占
め
る
兵
庫
県
の
割
合
に
つ
い

て
み
る
と
、
全
国
第
３
位
の
回
収
台
数
は
全
体
の

約
7.
5
%
（
前
年
約
8.
0
%
）、
全
国
第
７
位

の
回
収
量
は
全
体
の
約
4.
4
%（
同
4.
5
%
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
回
収
台
数
の
全
国
に
占
め

る
割
合
は
、
兵
庫
県
の
事
業
活
動
規
模
等
か
ら

す
れ
ば
、
比
較
的
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

� 都
道
府
県
別
回
収
状
況
に
つ
い
て

　
2
0
0
9
年
11
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
、
エ

ジ
プ
ト
の
ポ
ー
ト
・
ガ
ー
リ
ブ
で
「
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第

21
回
締
約
国
会
合
（
Ｍ
Ｏ
Ｐ
21
）」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
会
議
に
は
締
約
国
1
9
6
か
国（
含
む
E
C
）

の
う
ち
約
1
9
0
か
国
が
参
加
（
我
が
国
か
ら
は
、

外
務
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
及
び
環

境
省
の
関
係
者
が
出
席
）
し
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
対
策
や
Ｏ

Ｄ
Ｓ
（
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
）
の
バ
ン
ク
対
策
、
臭

化
メ
チ
ル
に
関
す
る
不
可
欠
用
途
申
請
等
に
つ
き
、

長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
以
下
、
外
務
省
公
表
資
料
を
掲
載
し
ま
す
。�

�

　
今
次
会
合
で
は
、
と
り
わ
け
、
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
し
な
い
が
高
い
温
室
効
果
を
有
す
る
代
替
フ
ロ
ン

で
あ
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
の

扱
い
が
焦
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ
（
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
）
の
バ
ン
ク
（
市
中
に
既
に
出
回
っ
て

い
る
冷
凍
空
調
機
器
の
冷
媒
等
と
し
て
使
用
・
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
こ
れ
ら
が
廃
棄
物
と
し
て

回
収
さ
れ
も
し
く
は
税
関
等
で
没
収
さ
れ
た
も
の

の
破
壊
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
）
対
策
、

臭
化
メ
チ
ル
に
関
す
る
不
可
欠
用
途
申
請
等
に
つ

き
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
や
少
人
数
会
合
等
を
含

め
た
長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果
、
下
記
の
内

容
が
合
意
さ
れ
た
。�

�

(１) 

Ｈ
Ｆ
Ｃ�

　
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
生
産
・
消
費
を
規
制
す
る
た
め
に
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
を
改
正
す
る
と
の
北
米
三
か
国

（
米
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
）
等
の
提
案
が
出
さ
れ

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
扱
い
が
議
論
さ
れ
た
。�

　
Ｏ
Ｄ
Ｓ
で
な
い
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
、
同
議
定
書
で
新

た
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
対
し
て
イ
ン
ド
、
中
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
等
の
途
上
国
の
強
い
反
発
も
あ
り
、
議
定

書
改
正
提
案
は
実
質
的
に
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、

2
0
1
0
年
に
お
け
る
追
加
会
合
の
開
催
等
も

提
案
さ
れ
た
が
、
同
様
に
途
上
国
の
反
対
が
強
く

合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。�

　
た
だ
し
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｆ

Ｃ
の
使
用
を
実
質
的
に
抑
制
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ

代
替
時
に
低
温
室
効
果
物
質
の
採
用
を
促
す
と
い

う
観
点
か
ら
の
議
論
が
長
時
間
行
わ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
決
定
が
採
択
さ
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ
を
代
替
す

る
低
温
室
効
果
物
質
等
に
関
す
る
必
要
な
情
報
を

更
に
収
集
、
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
締
約
国
は
低

温
室
効
果
物
質
の
研
究
開
発
・
実
用
化
や
Ｏ
Ｄ
Ｓ

の
代
替
を
積
極
的
に
促
す
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
た
。�

　
な
お
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
使
用
の
増
加
に
よ
る
気
候
変

動
へ
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
、
低
温
室
効
果
物

質
へ
の
代
替
を
促
進
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
等
が
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
我
が
国
を

含
む
４１
カ
国
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
。�

�

(２) 

Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策 �

　
昨
年
１１
月
の
Ｍ
Ｏ
Ｐ
２０
で
、
既
に
回
収
さ
れ
た

Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
破
壊
を
優
先
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
今

後
の
Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策
（
回
収
、
破
壊
等
）
の
進

め
方
が
議
論
さ
れ
た
。�

　
こ
の
結
果
、
決
定
が
採
択
さ
れ
、
引
き
続
き
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
、
そ
の
状
況
を

締
約
国
間
で
情
報
共
有
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本

格
的
な
Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に
は

多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
踏
ま
え
、

Ｇ
Ｅ
Ｆ
（
地
球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
と
共
同
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
多
様
な
資
金
源
の

活
用
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
破
壊
技
術
に
つ
い
て
は
、
最
近
開
発
さ
れ
た

も
の
も
含
め
て
利
用
可
能
な
技
術
を
再
度
リ
ス
ト

化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。�

�

(３) 

臭
化
メ
チ
ル

　
土
壌
く
ん
蒸
用
臭
化
メ
チ
ル
の
使
用
を
２
０
１
３

年
で
全
廃
す
る
予
定
の
わ
が
国
の
２
０
１
１
年
分
の

申
請
量
が
、
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
（
臭
化
メ
チ
ル
技
術
選
択

肢
委
員
会
）
に
よ
る
勧
告
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。�

　
ま
た
、
臭
化
メ
チ
ル
の
検
疫
及
び
輸
出
前
使
用

（
Ｑ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、
３
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
、
わ
が
国
が
グ
ラ
ナ
ダ
と
共
に
共
同
議
長

を
務
め
た
。
締
約
国
会
合
で
は
、
Ｅ
Ｕ

か
ら
Ｑ
Ｐ
Ｓ
使
用
量
の
凍
結
・
上
限
設

定
や
将
来
的
な
全
廃
に
つ
い
て
次
回
の
Ｍ

Ｏ
Ｐ
２２
で
議
論
す
る
等
の
内
容
の
決
定

案
が
提
案
さ
れ
た
が
、
米
国
、
豪
州
そ

の
他
の
締
約
国
か
ら
の
反
対
が
強
か
っ
た

た
め
、
最
終
的
な
決
定
案
で
は
、
今
後

の
削
減
方
策
、
可
能
性
に
関
す
る
検
討

を
専
門
家
に
依
頼
し
て
い
く
こ
と
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｃ
（
国
際
植
物
防
疫
条
約
）
勧
告
の

実
施
を
推
奨
す
る
こ
と
等
の
み
が
確
認

さ
れ
た
。�

�

　
今
次
会
合
は
、
本
年
９
月
１６
日
（
国
際
オ
ゾ
ン

層
保
護
デ
ー
）
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
が
「
オ

ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
及
び
「
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
議
定
書
」
を
締
結
し
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国

が
網
羅
的
に
こ
の
条
約
及
び
議
定
書
に
参
加
す
る

こ
と
を
記
念
す
る
会
合
と
な
っ
た
。�

�

　
我
が
国
（
経
済
産
業
省
）
が
企
業
関
係
者
の

協
力
を
得
て
ノ
ン
フ
ロ
ン
技
術
や
Ｏ
Ｄ
Ｓ
破
壊
に
関

す
る
日
本
の
技
術
を
ブ
ー
ス
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
１１

月
４
日
に
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
協
力

を
得
て
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加

者
の
関
心
を
集
め
た
。
ま
た
、
我
が
国
（
環
境
省
）

よ
り
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
に
係
る
制
度
・
取
組
を

展
示
等
に
よ
り
紹
介
し
た
。�

�

　
我
が
国
（
農
林
水
産
省
）
が
土
壌
用
臭
化
メ
チ

ル
全
廃
に
向
け
た
国
内
の
取
組
や
技
術
開
発
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
１１
月
５
日
に
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
途
上
国
と
の
臭
化
メ
チ
ル
代
替
技
術
開

発
の
共
同
研
究
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
く
の
参
加

者
と
の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。�

�

経済産業省によるブ－ス展示�

特
　
集�

「オゾン層を破壊する物質に関する�
モントリオール議定書�

第21回締約国会合（MOP21）」�
開催結果について�
平成21年11月8日�
外務省等公表�

お
知
ら
せ�
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東京都�

愛知県�

兵庫県�

埼玉県�

北海道�

神奈川県�

大阪府�

福岡県�

宮城県�

福島県�

全国平均�ー� 2,216

回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

合計（廃棄時等＋整備時）�

回収量� 回収製品台数� 回収量� 回収製品台数� 回収量� 回収製品台数� 回収量�

全国平均� 6,174

12,286�

11,892�

8,556�

7,276�

7,094�

5,457�

5,211�

3,189�

3,020�

2,993

東京都�

京都府�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

埼玉県�

広島県�

三重県�

兵庫県�

静岡県�

57,394�

19,101�

17,034�

16,848�

15,382�

14,497�

13,740�

10,744�

10,680�

10,038

全国平均� 14,595

東京都�

愛知県�

静岡県�

大阪府�

兵庫県�

福岡県�

埼玉県�

神奈川県�

茨城県�

北海道 

88,692�

59,416�

46,740�

44,723�

39,145�

36,139�

35,120�

30,731�

24,720�

20,423

全国平均� 59,882

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

茨城県�

静岡県�

埼玉県�

兵庫県�

福岡県�

千葉県�

488,161�

225,698�

202,439�

194,643�

146,460�

124,624�

118,189�

115,464�

105,704�

100,772

全国平均� 9,519

兵庫県�

東京都�

愛知県�

神奈川県�

群馬県�

埼玉県�

大阪府�

静岡県�

福岡県�

岐阜県�

44,644�

38,326�

38,070�

31,711�

30,664�

30,276�

28,762�

21,433�

19,958�

19,405

全国平均� 14,229

東京都�

愛知県�

大阪府�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

群馬県 

101,377�

64,118�

62,117�

45,204�

43,507�

39,813�

31,120�

21,914�

19,110�

14,752

全国平均� 26,329

東京都�

愛知県�

兵庫県�

大阪府�

埼玉県�

静岡県�

神奈川県�

福岡県�

群馬県�

北海道 

139,304�

109,378�

92,345�

78,696�

72,672�

70,594�

67,899�

59,286�

52,433�

38,095

全国平均� 80,284

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

静岡県�

茨城県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県 

646,932�

304,849�

283,406�

253,532�

179,866�

167,096�

165,957�

163,806�

132,316�

130,190

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

平成20年度　都道府県別回収量（上位10団体） （単位：台・kg）

東京都�

愛知県�

兵庫県�

埼玉県�

北海道�

神奈川県�

大阪府�

宮城県�

福岡県�

福島県 

全国平均�ー� 2,089

回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

廃棄時等回収�

回収量�

全国平均� 4,197

12,114�

11,426�

8,422�

7,068�

6,747�

5,179�

4,993�

2,966�

2,945�

2,934

東京都�

京都府�

神奈川県�

千葉県�

愛知県�

大阪府�

兵庫県�

静岡県�

埼玉県�

茨城県 

54,455�

18,698�

12,837�

9,203�

8,834�

8,039�

7,749�

6,598�

6,203�

5,521

全国平均� 11,714

東京都�

愛知県�

静岡県�

兵庫県�

大阪府�

福岡県�

埼玉県�

神奈川県�

茨城県�

宮城県  

72,905�

49,073�

41,776�

33,023�

32,762�

30,672�

30,109�

24,425�

21,979�

17,900

全国平均� 39,987

東京都�

大阪府�

神奈川県�

愛知県�

茨城県�

埼玉県�

福岡県�

兵庫県�

静岡県�

千葉県 

362,188�

150,813�

142,477�

133,322�

125,232�

86,570�

71,905�

71,585�

68,716�

65,394

全国平均� 7,195

兵庫県�

愛知県�

神奈川県�

東京都�

埼玉県�

群馬県�

大阪府�

静岡県�

岐阜県�

福岡県�

40,377�

30,866�

26,356�

25,055�

23,651�

23,498�

20,210�

18,444�

17,820�

15,541

全国平均� 4,242

東京都�

愛知県�

大阪府�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

群馬県�

福岡県�

41,133�

20,477�

16,790�

15,601�

15,151�

11,828�

10,557�

6,553�

5,836�

5,554

全国平均� 20,999

東京都�

愛知県�

兵庫県�

静岡県�

埼玉県�

大阪府�

神奈川県�

福岡県�

群馬県�

北海道 

110,074�

91,365�

81,822�

62,528�

60,828�

57,965�

55,960�

49,158�

42,812�

32,342

全国平均� 48,426

東京都�

大阪府�

神奈川県�

愛知県�

茨城県�

埼玉県�

兵庫県�

静岡県�

千葉県�

福岡県�

457,776�

175,642�

170,466�

162,634�

134,543�

103,330�

91,162�

90,916�

81,150�

80,626

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

愛知県�

千葉県�

北海道�

京都府�

神奈川県�

福岡県�

大阪府�

鹿児島県�

埼玉県�

愛媛県 �

16兵庫県 

全国平均�

ー�

ー�

ー� ー� ー� ー� ー� ー�12兵庫県� ー�2,931 ー� ー� ー� ー� ー�
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回収製品台数�

CFC HC FC H FC 合計�

整備時回収�

回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

回収製品台数� 回収量�

全国平均� 1,976

466�

414�

347�

280�

278�

244�

218�

212�

208�

202�

134

広島県�

大阪府�

埼玉県�

愛知県�

三重県�

栃木県�

岡山県�

静岡県�

長野県�

愛媛県 

10,614�

8,995�

8,294�

8,014�

5,500�

4,871�

4,401�

3,440�

3,275�

3,257

全国平均� 2,881

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

兵庫県�

千葉県�

福岡県�

埼玉県�

静岡県�

広島県�

15,787�

11,961�

10,343�

6,306�

6,122�

5,994�

5,467�

5,011�

4,964�

4,946

全国平均� 19,894

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

千葉県�

福岡県�

埼玉県�

山口県  

125,973�

74,885�

69,117�

55,907�

52,166�

43,879�

35,378�

33,800�

31,619�

30,425

全国平均� 2,323

東京都�

大阪府�

愛知県�

群馬県�

埼玉県�

神奈川県�

千葉県�

福岡県�

兵庫県�

京都府�

13,271�

8,552�

7,204�

7,166�

6,625�

5,355�

4,448�

4,417�

4,267�

3,661

全国平均� 9,988

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

北海道�

60,244�

45,327�

43,642�

29,603�

28,355�

27,985�

20,563�

15,361�

13,556�

12,136

全国平均� 5,331

東京都�

大阪府�

愛知県�

神奈川県�

埼玉県�

千葉県�

兵庫県�

福岡県�

群馬県�

静岡県  

29,230�

20,731�

18,013�

11,939�

11,844�

10,856�

10,523�

10,128�

9,621�

8,066

全国平均� 31,858

東京都�

大阪府�

愛知県�

静岡県�

神奈川県�

兵庫県�

埼玉県�

千葉県�

福岡県�

広島県�

189,156�

129,207�

120,773�

88,950�

83,066�

74,795�

60,476�

51,166�

49,564�

48,185

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

順  

位�

順  

位�

順  

位�

　
フ
ロ
ン
類
の
回
収
状
況
を
都
道
府
県
別
に
見
る

と
、
３
物
質
（
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
）
の

合
計
（
廃
棄
時
等
＋
整
備
時
）
で
は
、
回
収
台

数
は
、
東
京
都
が
1
3
9,
3
0
4
台
で
第
１
位

（
前
年
第
１
位
）、
愛
知
県
が
1
0
9,
3
7
8
台

で
第
２
位
（
同
２
位
）、
兵
庫
県
が
9
2,
3
4
5

台
で
第
３
位
（
同
３
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

回
収
量
は
東
京
都
が
6
4
6,
9
3
2
㎏
で
第
１

位（
同
１
位
）、
大
阪
府
が
3
0
4,
8
4
9
㎏
で

第
２
位（
同
２
位
）、
愛
知
県
が
2
8
3,
4
0
6

㎏
で
第
３
位
（
同
３
位
）
、
兵
庫
県
は

1
6
5,
9
5
7
㎏
で
第
７
位
（
同
５
位
）
と
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ン
類
種
別
で
見
る
と
、

H
F
C
の
回
収
台
数
は
前
年
に
引
き
続
き
兵
庫

県
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

す
べ
て
東
京
都
が
第
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
廃
棄
時
等
・
整
備
時
の
別
で
も
、
回

収
台
数
・
回
収
量
と
も
に
東
京
都
が
第
１
位
（
前

年
と
同
じ
）
と
な
っ
て
お
り
、
兵
庫
県
は
廃
棄
時

等
回
収
台
数
が
第
３
位
（
前
年
第
２
位
）、
回
収

量
が
第
７
位
（
同
５
位
）、
整
備
時
回
収
台
数
が

第
７
位
（
同
1
0
位
）、
回
収
量
が
第
６
位
（
同

６
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
全
国
に
占
め
る
兵
庫
県
の
割
合
に
つ
い

て
み
る
と
、
全
国
第
３
位
の
回
収
台
数
は
全
体
の

約
7.
5
%
（
前
年
約
8.
0
%
）、
全
国
第
７
位

の
回
収
量
は
全
体
の
約
4.
4
%（
同
4.
5
%
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
回
収
台
数
の
全
国
に
占
め

る
割
合
は
、
兵
庫
県
の
事
業
活
動
規
模
等
か
ら

す
れ
ば
、
比
較
的
高
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

� 都
道
府
県
別
回
収
状
況
に
つ
い
て

　
2
0
0
9
年
11
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
、
エ

ジ
プ
ト
の
ポ
ー
ト
・
ガ
ー
リ
ブ
で
「
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第

21
回
締
約
国
会
合
（
Ｍ
Ｏ
Ｐ
21
）」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
会
議
に
は
締
約
国
1
9
6
か
国（
含
む
E
C
）

の
う
ち
約
1
9
0
か
国
が
参
加
（
我
が
国
か
ら
は
、

外
務
省
、
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
及
び
環

境
省
の
関
係
者
が
出
席
）
し
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
対
策
や
Ｏ

Ｄ
Ｓ
（
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
）
の
バ
ン
ク
対
策
、
臭

化
メ
チ
ル
に
関
す
る
不
可
欠
用
途
申
請
等
に
つ
き
、

長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
以
下
、
外
務
省
公
表
資
料
を
掲
載
し
ま
す
。�

�

　
今
次
会
合
で
は
、
と
り
わ
け
、
オ
ゾ
ン
層
を
破

壊
し
な
い
が
高
い
温
室
効
果
を
有
す
る
代
替
フ
ロ
ン

で
あ
る
Ｈ
Ｆ
Ｃ
（
ハ
イ
ド
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
）
の

扱
い
が
焦
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ
（
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
）
の
バ
ン
ク
（
市
中
に
既
に
出
回
っ
て

い
る
冷
凍
空
調
機
器
の
冷
媒
等
と
し
て
使
用
・
貯

蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
こ
れ
ら
が
廃
棄
物
と
し
て

回
収
さ
れ
も
し
く
は
税
関
等
で
没
収
さ
れ
た
も
の

の
破
壊
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
）
対
策
、

臭
化
メ
チ
ル
に
関
す
る
不
可
欠
用
途
申
請
等
に
つ

き
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
や
少
人
数
会
合
等
を
含

め
た
長
時
間
に
わ
た
る
交
渉
の
結
果
、
下
記
の
内

容
が
合
意
さ
れ
た
。�

�

(１) 

Ｈ
Ｆ
Ｃ�

　
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
生
産
・
消
費
を
規
制
す
る
た
め
に
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
を
改
正
す
る
と
の
北
米
三
か
国

（
米
・
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
）
等
の
提
案
が
出
さ
れ

た
こ
と
も
踏
ま
え
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
扱
い
が
議
論
さ
れ
た
。�

　
Ｏ
Ｄ
Ｓ
で
な
い
Ｈ
Ｆ
Ｃ
に
つ
い
て
、
同
議
定
書
で
新

た
な
義
務
を
負
う
こ
と
に
対
し
て
イ
ン
ド
、
中
国
、

ブ
ラ
ジ
ル
等
の
途
上
国
の
強
い
反
発
も
あ
り
、
議
定

書
改
正
提
案
は
実
質
的
に
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、

2
0
1
0
年
に
お
け
る
追
加
会
合
の
開
催
等
も

提
案
さ
れ
た
が
、
同
様
に
途
上
国
の
反
対
が
強
く

合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。�

　
た
だ
し
、
コ
ン
タ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
Ｈ
Ｆ

Ｃ
の
使
用
を
実
質
的
に
抑
制
す
る
た
め
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ

代
替
時
に
低
温
室
効
果
物
質
の
採
用
を
促
す
と
い

う
観
点
か
ら
の
議
論
が
長
時
間
行
わ
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
て
決
定
が
採
択
さ
れ
、
Ｏ
Ｄ
Ｓ
を
代
替
す

る
低
温
室
効
果
物
質
等
に
関
す
る
必
要
な
情
報
を

更
に
収
集
、
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
締
約
国
は
低

温
室
効
果
物
質
の
研
究
開
発
・
実
用
化
や
Ｏ
Ｄ
Ｓ

の
代
替
を
積
極
的
に
促
す
措
置
を
講
じ
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
た
。�

　
な
お
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
の
使
用
の
増
加
に
よ
る
気
候
変

動
へ
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
、
低
温
室
効
果
物

質
へ
の
代
替
を
促
進
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
等
が
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
我
が
国
を

含
む
４１
カ
国
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
。�

�

(２) 

Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策 �

　
昨
年
１１
月
の
Ｍ
Ｏ
Ｐ
２０
で
、
既
に
回
収
さ
れ
た

Ｃ
Ｆ
Ｃ
の
破
壊
を
優
先
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
今

後
の
Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策
（
回
収
、
破
壊
等
）
の
進

め
方
が
議
論
さ
れ
た
。�

　
こ
の
結
果
、
決
定
が
採
択
さ
れ
、
引
き
続
き
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
、
そ
の
状
況
を

締
約
国
間
で
情
報
共
有
し
て
い
く
と
と
も
に
、
本

格
的
な
Ｏ
Ｄ
Ｓ
バ
ン
ク
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に
は

多
額
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
踏
ま
え
、

Ｇ
Ｅ
Ｆ
（
地
球
環
境
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
と
共
同
し
て

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
多
様
な
資
金
源
の

活
用
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
破
壊
技
術
に
つ
い
て
は
、
最
近
開
発
さ
れ
た

も
の
も
含
め
て
利
用
可
能
な
技
術
を
再
度
リ
ス
ト

化
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。�

�

(３) 

臭
化
メ
チ
ル

　
土
壌
く
ん
蒸
用
臭
化
メ
チ
ル
の
使
用
を
２
０
１
３

年
で
全
廃
す
る
予
定
の
わ
が
国
の
２
０
１
１
年
分
の

申
請
量
が
、
Ｍ
Ｂ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
（
臭
化
メ
チ
ル
技
術
選
択

肢
委
員
会
）
に
よ
る
勧
告
ど
お
り
決
定
さ
れ
た
。�

　
ま
た
、
臭
化
メ
チ
ル
の
検
疫
及
び
輸
出
前
使
用

（
Ｑ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、
３
日
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
、
わ
が
国
が
グ
ラ
ナ
ダ
と
共
に
共
同
議
長

を
務
め
た
。
締
約
国
会
合
で
は
、
Ｅ
Ｕ

か
ら
Ｑ
Ｐ
Ｓ
使
用
量
の
凍
結
・
上
限
設

定
や
将
来
的
な
全
廃
に
つ
い
て
次
回
の
Ｍ

Ｏ
Ｐ
２２
で
議
論
す
る
等
の
内
容
の
決
定

案
が
提
案
さ
れ
た
が
、
米
国
、
豪
州
そ

の
他
の
締
約
国
か
ら
の
反
対
が
強
か
っ
た

た
め
、
最
終
的
な
決
定
案
で
は
、
今
後

の
削
減
方
策
、
可
能
性
に
関
す
る
検
討

を
専
門
家
に
依
頼
し
て
い
く
こ
と
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｃ
（
国
際
植
物
防
疫
条
約
）
勧
告
の

実
施
を
推
奨
す
る
こ
と
等
の
み
が
確
認

さ
れ
た
。�

�

　
今
次
会
合
は
、
本
年
９
月
１６
日
（
国
際
オ
ゾ
ン

層
保
護
デ
ー
）
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
主
共
和
国
が
「
オ

ゾ
ン
層
の
保
護
の
た
め
の
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
及
び
「
オ

ゾ
ン
層
を
破
壊
す
る
物
質
に
関
す
る
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
議
定
書
」
を
締
結
し
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
国

が
網
羅
的
に
こ
の
条
約
及
び
議
定
書
に
参
加
す
る

こ
と
を
記
念
す
る
会
合
と
な
っ
た
。�

�

　
我
が
国
（
経
済
産
業
省
）
が
企
業
関
係
者
の

協
力
を
得
て
ノ
ン
フ
ロ
ン
技
術
や
Ｏ
Ｄ
Ｓ
破
壊
に
関

す
る
日
本
の
技
術
を
ブ
ー
ス
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
１１

月
４
日
に
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
の
協
力

を
得
て
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
多
く
の
参
加

者
の
関
心
を
集
め
た
。
ま
た
、
我
が
国
（
環
境
省
）

よ
り
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
に
係
る
制
度
・
取
組
を

展
示
等
に
よ
り
紹
介
し
た
。�

�

　
我
が
国
（
農
林
水
産
省
）
が
土
壌
用
臭
化
メ
チ

ル
全
廃
に
向
け
た
国
内
の
取
組
や
技
術
開
発
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
１１
月
５
日
に
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
途
上
国
と
の
臭
化
メ
チ
ル
代
替
技
術
開

発
の
共
同
研
究
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
多
く
の
参
加

者
と
の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。�

�

経済産業省によるブ－ス展示�

特
　
集�

「オゾン層を破壊する物質に関する�
モントリオール議定書�

第21回締約国会合（MOP21）」�
開催結果について�
平成21年11月8日�
外務省等公表�

お
知
ら
せ�
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開催地区� イベント名�

新エネルギー導入促進展示会�

西宮市民祭り�

環境フェスタ2009�

夏休み・親と子の太陽光発電フェア�

ミニソーラーカー親子工作教室�

ひめじ環境フェスティバル2009�

ひょうごエコフェスティバル2009�

丹波の森の祭典�

開催日�

1/14～19�

8/22�

11/1�

8/13�

1/23�

10/3･4�

11/14･15�

5/30

参集人数�

1,600名�

62,000名�

200名�

100名�

50名�

33,000名�

10,000名�

5,000名�

神戸�

阪神南�

阪神北�

中播磨�

但馬�

丹波�

東播磨�

［参加イベント一覧］�

兵庫県フロン回収・処理推進協議会�
第一種フロン類（業務用冷凍空調機器）回収・処理技術講習会 テキスト�

フロン回収ガイドライン�

フロン回収推進産業協議会�
INFREP

第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
）

　
　
　
　
回
収
・
処
理
技
術
講
習
会
の
開
催

　「
公
益
信
託
地
球
環
境
保
全
フ
ロ
ン
対
策
基
金
」

の
助
成
を
受
け
、
県
下
各
地
で
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・

温
暖
化
防
止
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。�

　
兵
庫
県
内
で
開
催
さ
れ
る
環
境
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
・
オ
ゾ
ン
層
保
護
に

関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
を

実
施
す
る
な
ど
、
広
く
普
及
・
啓
発
を
実
施
し

ま
し
た
。�

� 「
地
球
温
暖
化
防
止
・

　
　
　
オ
ゾ
ン
層
保
護
フ
ェ
ア
」
の
開
催

　
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
冷
媒
回
収
推
進
・
技
術
セ
ン
タ
ー
）
が
、

昨
年
12
月
「
冷
媒
回
収
処
理
　
フ
ロ
ン
大
気
排

出
削
減
ガ
イ
ド
―
フ
ロ
ン
排
出
ゼ
ロ
化
に
向
け
て
―
」

（
カ
ラ
ー
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
発
行
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
ガ
イ
ド
は
、
フ
ロ
ン
の
回
収
処
理
に
携
わ
る

方
々
を
対
象
と
し
た
実
用
的
な
ガ
イ
ド
で
、
フ
ロ
ン

回
収
作
業
時
に
お
け
る
フ
ロ
ン
の
排
出
事
例
を
１６

項
目
に
ま
と
め
、
そ
の
原
因
と
解
決
策
を
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。�

�

　
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
十
分
な
知
識
・

技
術
力
と
適
正
な
管
理
に
よ
り
、「
漏
ら
さ
な
い
」

「
逃
が
さ
な
い
」
フ
ロ
ン
排
出
ゼ
ロ
化
に
向
け
た
回

収
を
実
践
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
詳
し
く
は
、
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
冷
媒
回
収
推
進
・
技

術
セ
ン
タ
ー
）
事
務
局
ま
で�

　T
E
L
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�

　
本
協
議
会
で
は
、
フ
ロ
ン
類
が
地
球
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
や
フ
ロ
ン
回
収
・
処
理
の
仕
組
み
や
そ

の
必
要
性
等
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
各
主
体

に
合
わ
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し

て
い
ま
す
。�

　
普
及
啓
発
用
、
社
内
研
修
用
な
ど
、
積
極
的

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

��﹇
こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。﹈�

　
・
社
内
で
の
啓
発
、
研
修
資
料
等
と
し
て�

　
・
顧
客
等
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
普
及
啓
発
、
説
明
用
資
料
と
し
て�

　
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
普
及
啓
発
用
資
料
と
し
て
　
な
ど�

��

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

　
　
　
　
普
及
啓
発
用
資
材
の
作
成
・
配
布

　
本
協
議
会
で
は
、
20
年
度
よ
り
、
会
員
の
皆

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
的
確
な
法
施
行
の
運
用
・

普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
程
管
理
票

を
無
償
で
配
付
し
て
い
ま
す
。�

【
配
付
物
・
部
数
】�

　
・IN

FREP

作
成
「
フ
ロ
ン
回
収
行
程
管
理
票
」（
汎
用
版
）�

　
・
１
会
員
に
つ
き
、
年
間
40
枚
ま
で�

�

　
な
お
、
フ
ェ
ア
開
催
に
あ
た
り
、
普
及
啓
発
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
新
た
に
「
地
球
温
暖
化
防

止 

オ
ゾ
ン
層
保
護
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
。�

　
県
下
各
地
で
２
万
部
以
上
配
布
し
ま
し
た
。�

�「
フ
ロ
ン
回
収
行
程
管
理
票
を
無
償
で
配
付

　
　
〈
第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
）
関
係
〉

　
第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業

務
用
冷
凍
空
調
機
器
）

を
取
り
扱
う
会
員
を

対
象
と
し
た
技
術
講

習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
し
た
。（
本

講
習
会
の
受
講
は
、

兵
庫
県
で
「
第
一
種
フ

ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録
」

の
申
請
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
条
件
「
フ
ロ
ン

類
及
び
フ
ロ
ン
類
の
回
収
方
法
に
十
分
な
知
見
を

有
す
る
こ
と
」
を
満
た
す
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。）�

　
な
お
、
今
年
度
は
「
公
益
信
託
地
球
環
境
保

全
フ
ロ
ン
対
策
基
金
」
の
助
成
を
受
け
、
会
員
以

外
の
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
、
合
計
で
3
0
0
名
近
い
方
々

に
受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�

(1) 

開
催
日
時
及
び
会
場�

　
① 

神
戸
地
域�

　
　
　[

第
一
回]�

　
　
　
日
程 

平
成
21
年
11
月
20
日
（
金
）�

　
　
　
会
場 

三
宮
国
際
ビ
ル
（
神
戸
市
）�

　
　
　
参
加
者
　
会
員
29
名
　
非
会
員
44
名�

　
　
　[

第
二
回]�

　
　
　
日
程 

平
成
22
年
1
月
26
日
（
火
）�

　
　
　
会
場 

三
宮
国
際
ビ
ル
（
神
戸
市
）�

　
　
　
参
加
者
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名
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会
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② 

姫
路
地
域�
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火
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③ 

阪
神
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日
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22
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日
（
火
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サ
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イ
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ュ
ベ
ー
シ
ョ
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セ
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崎
市
）�
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加
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会
員
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名
　
非
会
員
53
名�

�
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講
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ロ
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収
・
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と
改
正
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② 
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収
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処
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術
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い
て�
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回
収
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業
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手
順�
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ロ
ン
回
収
の
作
業
標
準
に
つ
い
て�

　
　
　
　
・
冷
媒
回
収
の
仕
組
み�

　
　
　
　
・
冷
媒
回
収
の
具
体
的
な
事
例
　
等�

　【
使
用
テ
キ
ス
ト
】�

　 

「
フ
ロ
ン
回
収
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（IN

FREP

作
成
）」
等�

��

取
り
組
み�
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取り組みについて�

本協議会では、本年度、新規事業も含め、さまざまな事業を実施してきました。

ここでは、下半期に実施した主な取り組みについてご紹介させていただきます。
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フロン大気排出削減ガイド」�

を発行�

ＲＲＣが「冷媒回収処理　�
フロン大気排出削減ガイド」�

を発行�
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開催地区� イベント名�

新エネルギー導入促進展示会�

西宮市民祭り�

環境フェスタ2009�

夏休み・親と子の太陽光発電フェア�

ミニソーラーカー親子工作教室�

ひめじ環境フェスティバル2009�

ひょうごエコフェスティバル2009�

丹波の森の祭典�

開催日�

1/14～19�

8/22�

11/1�

8/13�

1/23�

10/3･4�

11/14･15�

5/30

参集人数�

1,600名�

62,000名�

200名�

100名�

50名�

33,000名�

10,000名�

5,000名�

神戸�

阪神南�

阪神北�

中播磨�

但馬�

丹波�

東播磨�

［参加イベント一覧］�

兵庫県フロン回収・処理推進協議会�
第一種フロン類（業務用冷凍空調機器）回収・処理技術講習会 テキスト�

フロン回収ガイドライン�

フロン回収推進産業協議会�
INFREP

第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
）

　
　
　
　
回
収
・
処
理
技
術
講
習
会
の
開
催

　「
公
益
信
託
地
球
環
境
保
全
フ
ロ
ン
対
策
基
金
」

の
助
成
を
受
け
、
県
下
各
地
で
「
オ
ゾ
ン
層
保
護
・

温
暖
化
防
止
フ
ェ
ア
」
を
開
催
。�

　
兵
庫
県
内
で
開
催
さ
れ
る
環
境
イ
ベ
ン
ト
等
に

お
い
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
・
オ
ゾ
ン
層
保
護
に

関
す
る
パ
ネ
ル
の
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
等
を

実
施
す
る
な
ど
、
広
く
普
及
・
啓
発
を
実
施
し

ま
し
た
。�

� 「
地
球
温
暖
化
防
止
・

　
　
　
オ
ゾ
ン
層
保
護
フ
ェ
ア
」
の
開
催

　
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
冷
媒
回
収
推
進
・
技
術
セ
ン
タ
ー
）
が
、

昨
年
12
月
「
冷
媒
回
収
処
理
　
フ
ロ
ン
大
気
排

出
削
減
ガ
イ
ド
―
フ
ロ
ン
排
出
ゼ
ロ
化
に
向
け
て
―
」

（
カ
ラ
ー
・
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
を
発
行
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
ガ
イ
ド
は
、
フ
ロ
ン
の
回
収
処
理
に
携
わ
る

方
々
を
対
象
と
し
た
実
用
的
な
ガ
イ
ド
で
、
フ
ロ
ン

回
収
作
業
時
に
お
け
る
フ
ロ
ン
の
排
出
事
例
を
１６

項
目
に
ま
と
め
、
そ
の
原
因
と
解
決
策
を
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
を
多
用
し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。�

�

　
Ｒ
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
十
分
な
知
識
・

技
術
力
と
適
正
な
管
理
に
よ
り
、「
漏
ら
さ
な
い
」

「
逃
が
さ
な
い
」
フ
ロ
ン
排
出
ゼ
ロ
化
に
向
け
た
回

収
を
実
践
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

�

　
詳
し
く
は
、
Ｒ
Ｒ
Ｃ
（
冷
媒
回
収
推
進
・
技

術
セ
ン
タ
ー
）
事
務
局
ま
で�
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本
協
議
会
で
は
、
フ
ロ
ン
類
が
地
球
環
境
に
及

ぼ
す
影
響
や
フ
ロ
ン
回
収
・
処
理
の
仕
組
み
や
そ

の
必
要
性
等
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
各
主
体

に
合
わ
せ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し

て
い
ま
す
。�

　
普
及
啓
発
用
、
社
内
研
修
用
な
ど
、
積
極
的

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。�

��﹇
こ
ん
な
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。﹈�

　
・
社
内
で
の
啓
発
、
研
修
資
料
等
と
し
て�

　
・
顧
客
等
一
般
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
普
及
啓
発
、
説
明
用
資
料
と
し
て�

　
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
普
及
啓
発
用
資
料
と
し
て
　
な
ど�

��

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

　
　
　
　
普
及
啓
発
用
資
材
の
作
成
・
配
布

　
本
協
議
会
で
は
、
20
年
度
よ
り
、
会
員
の
皆

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
的
確
な
法
施
行
の
運
用
・

普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
程
管
理
票

を
無
償
で
配
付
し
て
い
ま
す
。�

【
配
付
物
・
部
数
】�

　
・IN

FREP

作
成
「
フ
ロ
ン
回
収
行
程
管
理
票
」（
汎
用
版
）�

　
・
１
会
員
に
つ
き
、
年
間
40
枚
ま
で�

�

　
な
お
、
フ
ェ
ア
開
催
に
あ
た
り
、
普
及
啓
発
用

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
、
新
た
に
「
地
球
温
暖
化
防

止 
オ
ゾ
ン
層
保
護
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成
。�

　
県
下
各
地
で
２
万
部
以
上
配
布
し
ま
し
た
。�

�「
フ
ロ
ン
回
収
行
程
管
理
票
を
無
償
で
配
付

　
　
〈
第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
）
関
係
〉

　
第
一
種
フ
ロ
ン
類
（
業

務
用
冷
凍
空
調
機
器
）

を
取
り
扱
う
会
員
を

対
象
と
し
た
技
術
講

習
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
し
た
。（
本

講
習
会
の
受
講
は
、

兵
庫
県
で
「
第
一
種
フ

ロ
ン
類
回
収
業
者
登
録
」

の
申
請
を
行
う
際
に
必
要
と
な
る
条
件
「
フ
ロ
ン

類
及
び
フ
ロ
ン
類
の
回
収
方
法
に
十
分
な
知
見
を

有
す
る
こ
と
」
を
満
た
す
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。）�

　
な
お
、
今
年
度
は
「
公
益
信
託
地
球
環
境
保

全
フ
ロ
ン
対
策
基
金
」
の
助
成
を
受
け
、
会
員
以

外
の
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
皆
さ
ん
に
も
広

く
参
加
を
呼
び
か
け
、
合
計
で
3
0
0
名
近
い
方
々

に
受
講
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�
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催
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53
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収
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と
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正
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② 

フ
ロ
ン
回
収
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収
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収
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業
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に
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収
の
仕
組
み�

　
　
　
　
・
冷
媒
回
収
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体
的
な
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例
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収
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表1　第一種フロン類回収業者による回収量等 （平成20年度）

（台）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（台）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（台）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

（kg）�

回収した第一種特定製品数�

回収量�

20年度当初の保管量�

破壊業者に引き渡された量�

再利用等された量�

20年度末の保管量�

回収した第一種特定製品数�

回収量�

20年度当初の保管量�

破壊業者に引き渡された量�

再利用等された量�

20年度末の保管量�

回収した第一種特定製品数�

回収量�

20年度当初の保管量�

破壊業者に引き渡された量�

再利用等された量�

20年度末の保管量�

104,130�

290,159�

29,745�

202,592�

90,460�

26,846�

98,197�

197,281�

22,950�

185,752�

14,828�

19,642�

5,933�

92,879�

6,794�

16,840�

75,632�

7,203

685,974�

2,814,431�

134,456�

2,300,123�

510,677�

138,085�

550,569�

1,879,404�

88,214�

1,632,704�

249,984�

84,929�

135,405�

935,027�

46,243�

667,419�

260,694�

53,156

447,374�

668,777�

38,084�

521,525�

135,311�

50,027�

338,175�

199,359�

12,037�

172,701�

24,879�

13,817�

109,199�

469,417�

26,047�

348,824�

110,432�

36,210

1,237,478�

3,773,367�

202,285�

3,024,240�

736,449�

214,957�

986,941�

2,276,044�

123,201�

1,991,158�

289,691�

118,388�

250,537�

1,497,323�

79,084�

1,033,082�

446,758�

96,569

CFC ＨＣＦＣ� ＨＦＣ� 合計�

合
　
計�

廃
棄
時
等�

整
備
時�

協議会のＨＰを
　ご活用ください。

環境に優しい�
「大豆油インキ」�
（本文使用）�

平
成
２０
年
度
の
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
の

　
フ
ロ
ン
類
の
回
収
量
等
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

　
環
境
省
及
び
経
済
産
業
省
よ
り
「
平
成
20
年

度
の
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
に
基
づ
く
業
務
用
冷

凍
空
調
機
器
か
ら
の
フ
ロ
ン
類
回
収
量
等
の
集
計

結
果
に
つ
い
て
」、
21
年
12
月
22
日
報
道
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
フ
ロ
ン
類
を
回

収
し
た
業
務
用
冷
凍
空
調
機
器
の
台
数
は
約

1
2
4
万
台
（
対
前
年
度
比
約
20
万
台
増
）、

回
収
さ
れ
た
フ
ロ
ン
類
の
量
は
約
3,
7
7
3
ト
ン

（
対
前
年
度
比
約
6
0
5
ト
ン
増
）と
、
い
ず
れ

も
前
年
度
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。�

　
フ
ロ
ン
回
収
・
破
壊
法
（「
特
定
製
品
に
係
る

フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確
保
等
に

関
す
る
法
律
」）
に
よ
っ
て
、
業
務
用
冷
凍
空
調

機
器
（
業
務
用
エ
ア
コ
ン
及
び
業
務
用
冷
凍
・
冷

蔵
機
器
）
の
廃
棄
時
等
及
び
整
備
時
に
お
い
て
、

冷
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
同
法
に
よ
り
、
第
一
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
（
業

務
用
冷
凍
空
調
機
器
か
ら
冷
媒
フ
ロ
ン
類
を
回
収

す
る
た
め
都
道
府
県
知
事
に
登
録
し
て
い
る
者
）

は
、
前
年
度
に
回
収
し
た
フ
ロ
ン
類
の
量
等
を
都

道
府
県
知
事
に
毎
年
度
報
告
し
、
都
道
府
県
知

事
は
そ
の
報
告
に
係
る
事
項
を
主
務
大
臣
（
環

境
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
）
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
務
大

臣
は
、
こ
の
通
知
事
項
等
を
整
理
し
て
特
定
製

品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
の
状
況
等
の
情
報
を

公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
公
表
は

こ
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
す
。�

　
な
お
、
平
成
19
年
10
月
１
日
に
改
正
フ
ロ
ン

回
収
・
破
壊
法
が
施
行
さ
れ
、
新
た
に
こ
れ
ら
製

品
の
整
備
時
に
お
け
る
フ
ロ
ン
類
回
収
義
務
・
報

告
義
務
が
明
確
化
さ
れ
た
ほ
か
、
行
程
管
理
制

度
の
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収
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第
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ロ
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収
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収
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動
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ト
ラ
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め
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員
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皆
さ
ん
方
か
ら
の
情

報
等
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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